フィジー諸島共和国における自然体験実習

　～異文化の中で学びの意味を問い直す
工学部教育研究センター（化学）萩谷　宏

　自然体験実習の意義は、机の上で学んだことを野外で実地に体験するということにとどまらない。目的意識が希薄なまま、ただ何となく大学に進学した学生が大半を占める現代において、学生の学びの動機づけをどこに求めるのか、それを提供するのも現代の大学のひとつの役割ではないだろうか。

実習の概要

　2003年9月4日から15日、フィジー諸島共和国における自然体験実習が、工学部および環境情報学部の2,3,4年生26名、教職員他6名の総勢32名で初めて実施された。

　フィジー諸島共和国は赤道の南、南緯16度から19度の間にある大小300ほどの島からなり、英連邦の一員、公用語も英語である。四国ほどの面積に90万人の人口があり、メラネシア系フィジー人が約50％、移民のインド系住民が44％を占める。

　観光業を主産業として、サトウキビ産業、軽工業、漁業、鉱業を主な収入源とするフィジーは、南太平洋諸国の中では主導的な政治的地位を占める。観光案内の影響か、白い砂浜、青い海の小さな島々という印象が強いが、首都のあるビチレブ島は四国の半分ほどの大きさがあり、山が深く、道路や通信、電気などの社会基盤は未発達の地域が多い。

実質10日間にわたる実習の中で、学生たちは海岸、内陸、そして離島での自然を観察し測量などの実習を行うとともに、文化や歴史、民俗、語学の学習、そして現地の人々との交流を経験した。

　実習のメインである、内陸での測量・植生・地質の3グループに分かれての調査には、フィジーに本部を置く南太平洋大学(USP:Univ. of the South Pacific)から学生13名、教員1名が参加して、共同で野外実習を行った。夜間のミーティングも合同で英語で行い、同じ宿で自炊生活をするなかで交流を深めることができた。

フィジーは伝統を重んじる国であり、どこの村や共有地（国土の90%以上を占める、フィジー系住民の土地であり、売買できない）に入るにも、先祖の霊に報告し無事と繁栄を祈願するセブセブという儀式が不可欠である。参加者全員が村の昔ながらの集会場でカヴァという飲料（コショウ科の植物の根をつぶして水でこしたもの）を作法に従い回し飲みするこの儀式を体験し、フィジーの伝統文化に触れることができた。約半数の学生は、最終日に電気のない調査地の村で宿泊し、大変なもてなしを受け、住民との交流を深めることができた。

　メインの実習以外にも、古民家や歴史資料展示施設の見学、エコパーク見学、OISCA-Fijiの事業である海岸保全のためのマングローブ植林、さらに夜間の天体観測、映像機器を使ったメディア実習を実施し、平行して慣れない英語を駆使しての市場での買い出しや自炊体験もすることになった。

後半の３日間は実習の舞台を本島から離れた観光の島・マナ島に移して、離島リゾート施設の上下水道・電源・通信など基盤設備見学、珊瑚礁でのシュノーケリングなど、天候にも恵まれて多くのプログラムを予定通りこなすことができた。
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　実習が終わってからも、実習参加者により事後学習会やカヴァの会を行ったり、e-mailや郵便でのUSP学生や現地の村の人々との交流は続いている。

実習までの経緯

　2001年3月、ボーリングによる地質調査の立会いを依頼されて初めてフィジーに行き、ビチレブ島の内陸へ毎日通う日々を送った。道路や橋梁などの社会基盤が未整備で、調査地でも河川が増水すると対岸の村へは渡れず、道路も崩落が進み通行危険な箇所がいくつもある状態で、車を降りて、スコールを浴びつつ15km歩いて現場に通ったこともある。地質屋として恥ずかしいことだが、雨季の高温多湿は作業には厳しく、最初の調査では山の中腹で貧血を起こしてしまった。

　観光地はともかく、一歩フィジーの内陸に入ると、そこには電気もなく電話線もない。貨幣経済がほとんど浸透していない、昔のままの自給自足で人々は暮らしている。貧しいはずの村の生活の中で、人々は誰彼なく大声で挨拶し、笑い、親切で、時間に追われずのんびりと心豊かな日々を送っている。道を車で走っているだけで、通りすがりの村人たちが、農作業の手を止め、あるいは馬の上から、みな手を振って挨拶してくれる。

　ここに日本のこどもたちを、学生たちを連れてきたら、すばらしい経験ができるのではないか、と現地事業所のスタッフと話し込んだのは、つい昨日のことのように思われる。

学習の課題

　実習のメインである、内陸部ガリマーレ地域での測量・植生・地質の４日間（実質３日間）の実習は、この地域での石灰岩採石場開発を念頭に置いて、開発前の環境アセスメント、石灰岩資源量調査、および道路・橋梁建設の基礎データ取得を想定して構成された。測量実習はフィジー第２の大河であるシンガトカ川の両岸の測量と、住環境調査の基礎データとしてタワタワンジ村の集落内測量を実施した。植生調査は、植生図の作成を中心として、植物の同定、樹高測定などの作業を組み合わせた。地質調査は、地質図・地質断面図作成を目標に、石灰岩と周辺の地質の岩相、構造の確認を中心に作業した。本学とUSPの参加学生は３つのグループに分かれて、測量・植生・地質の作業をそれぞれ１日ずつ体験することとした。

　測量・植生・地質の実習では、現地でそれぞれ指導者が設定した作業内容をクリアし、そこで理解した内容を夜のミーティングで（英語で）発表させることとした。自炊に加えてミーティングの発表とデータ整理作業は、学生たちには負担が大きかったが、よく頑張っていた。

　学生の何人かには、現地で使う無線機やGPS機器の責任者として、準備・管理・データ整理などで実習を支える働きをしてもらった。

　また、実習の４人一組の班毎に１台のビデオカメラ（環境情報学部から借用）を渡し、実習期間中の映像記録をとらせた。

　実習のレポートは、html形式の文書、または10分以内の映像作品として提出することとしたが、テーマは自由にした。これだけ豊富な材料の中で、自分なりの切り口を見つけるのは意外に難しかったようで、いつまでもテーマの選定ができない学生が少なからずいた。いくつかテーマ例を出しておけば良かったのだろう。

　学生からは、実習内容の理解が追いつかないので事前学習を充実して欲しいという声が強かった。この点も次回以降に改善していきたい。

実習全体の反省

　実習の場としてフィジー諸島共和国を選ぶのには様々なメリットがあるが、特に今回の実習では、社会基盤・都市基盤設備が未発達なために、不便さを実感し、工学が人々の生活の向上に直結することを身をもって学ぶことができるという点、さらには比較的単純な生態系ゆえの保全の難しさから、産業活動の環境への影響を実地に学ぶのに好適な場所であるという点を活かすよう、内容に配慮した。

　この実習内容については、参加学生の感想やアンケートの評価を見る限り満足度は高かった。その理由として考えられることを列挙すると、

・準備がよかったこと
　１年近く前から計画を進め、２度の現地下見と交渉、ウイングの全面的なサポート、さらにUSPの共同参加、OISCA-Fiji、Mana Island Resortの協力を得たことなど。

・スタッフの充実

　分野の異なる教育に熱心な専門家をそろえたこと。現地企業、NGO、リゾートで働く人々のリアルな話を聞けたこと。

・費用の安さ

　フィジーの物価の安さ。企画をこちらが立てて、旅行会社に持ち込んだこと。自炊による経費節減。宿および交通手配で無駄を省いたこと。

・フィジーの特質
　村での歓迎を受けたこと。乾期で過ごしやすく、天候に恵まれたこと。衛生面での安心感。

　といったことがある。また、反省点としては、以下のようなことがある。

・英会話の学習が進まなかった
　人々が親切で、下手な英語でも通じてしまった。引率者の英語力が充分ではなく、USP学生・教員の同時通訳ができなかった。

・現地語の習得ができなかった
　事前に現地語の学習をしていなかった。村での滞在時間も限られて、宿泊者以外は交流の時間がほとんどもてなかった。

・日程の調整不足
　日程が過密で疲労がたまった。またフィジー系住民はカトリックであるため、日曜に作業ができず、多くの商店が休みになる。この点で買い物に不便をきたした。

・宿の問題
　シャワーの湯の不足や食器の不足などの問題があった。トラブルにならずにすんだが酔客の訪問があり、追い返すのに苦労した。会議室使用にも不便があった。
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　特に大きな反省点として、学生に休息を充分にとらせる工夫が必要であったことが挙げられる。内陸での４日間の調査中、その２日目以降に体調不良者が続出し、各日７名、４名、３名が作業を休むことになった。この点は改善の必要がある。原因は、疲労と睡眠不足の蓄積、加えて慣れない食物で、内蔵機能の低下をきたしたことが大きいと考えられる。異国での生活になれてきた実習後半のリゾート地・マナ島では、体調不良者が皆無であった。一方で引率者も帰国後一週間ほどの間にほとんどが体調を崩した。24名（＋サブリーダー学生2名）の人数は体力的に引率可能な限界に近く、隙間のない日程も負担になったと思われ、この点も改善しなくてはならない。

　実習の費用は、海外旅行保険の内容などにより差があるが、学生１人あたり平均で17～18万円程度であった。内訳は、航空券＋出国税＋空港料金10.2万円、宿代・バス代で5.3万円、実習費、自炊用食材費で５千円（これらは一括徴収）、海外旅行保険と外食費などで個人が使ったフィジードルがそれぞれ１万円程度である。12日間の実習でこの値段に収めるには様々な工夫をしたが、費用18万円以内という当初の公約をぎりぎりで守ることができた。

実習を支えたスタッフ

　今回は初回ということもあり、今後の実習の展開を考えるために、盛りだくさんな内容になった。指導のためのスペシャリストもできるだけそろえた。

　都市基盤工学科の皆川教授は、前年の企画段階から相談にのっていただき、直前の現地下見に同行していただいたほか、実習本番のリゾート基盤設備の見学においてご指導いただいた。都市基盤工学科の佐藤技士には事前学習から本番の実習、そして帰国後の事後学習に至るまで、一貫して測量の指導を担当していただいた。独立行政法人森林総合研究所多摩森林科学園の勝木俊雄氏には、３月の下見に有給休暇を取って自費で参加していただき、野外での植生調査と効果的な学習指導計画を立案し、実習本番ではこれらの指導だけでなく、村の宿泊などで学生たちのリーダーとしての役割も果たしていただいた。東急ストリームラインの寺阪俊樹氏には、ご自身が環境資源工学の出身で鉱物に詳しいこともあって、準備段階から宿泊・交通などの計画全般に熱心なアドバイスをいただいたほか、添乗員として全日程を同行し、学生たちのお世話をしていただき、さらに地質調査の実習アシスタントもしてくださった。孤立した島の自然と生態系のこども向け科学番組を制作した経験もある、NHK高松局・制作の矢野あかね氏は、夏休みの休暇をすべてあてて自費で参加し、実習の記録映像をボランティアで撮影してくださった。参加者の過半を占める女子学生たちにとって心強い存在でもあった。

　実習スタッフだけではなく、影のスタッフともいうべき、ウイング・インベストメントの方々の協力なしにはこの実習企画は実現できなかった。資源探査権をもつ現地での実習を快く許可していただいたばかりか、村との事前の調整、手配、さらには実習前半年間にわたるUSPとの連絡、交渉、そしてMana Island ResortとOISCA-Fijiとの間の交渉にも間に入っていただくことで、リゾートの基盤設備見学や海岸保全のマングローブ植林の実習が実現した。実習本番では常に社員のどなたかが同行し、事故のないように注意を払っていただき、山に調査で入るときは村の屈強な若者を雇ってサポートしていただいた。ウイングの中野GMには、マナ島でフィジーの政治と経済について講義していただき、歴史と国内事情について理解を深めることができた。

　多くの方々のサポートがあって、今回の実習を成功させることができた。いくらお金を積んでも、これだけのスタッフをそろえることはできないだろうと自負している。学内外の多くの方々の善意と協力があって今回のフィジー実習が実現した。実習に関わったすべての方々に深く感謝申し上げたい。

実習の今後にむけて

　学生にとって、教員のお膳立てによる受け身の学習が続くことがよいこととは思えない。そこで今回の参加者を中心に学生によるフィジー実習運営委員会を組織し、次回以降、企画および運営の大部分を担当させることにしたいと考えている。すでに学生たちの手によって、今回の実習の客観的な記録を残すべく、文書および映像の制作が進行している。USPの学生たちに本学および日本の文化や社会を紹介する、文書や映像の制作も進行中である。学生の自主的な活動により国際交流や体験学習が発展していくことは頼もしい。本学学生の潜在能力は非常に高いと感じている。

　参加した学生にとってこの経験がどのような影響を及ぼしたのか、その評価は何年かあとに明らかになるのではないかと考えている。

　大学は自立への手助けをするところだとするならば、教員が用意した内容を消化することよりも、各自の発見や体験に基づく理解こそが学生にとって貴重なものだと思われる。

この実習に参加したことで、それぞれの学生が自分なりの大学での学びの意味をみつけることができていれば、実習のプログラムは成功であったのだと思っている。
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河原での測量実習　　　　　　　　　　山頂部で山焼きを見る
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USPのSusanne Pohler博士と　　　　村でのセブセブの儀式
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宿での植物同定と植生図作成作業　　　市場でUSPの学生たちとお別れ

